
．，別紙様式第1 （第6条関係）

信州大学長殿

動物実験計画承認申請書

（諏項目を■すなと）
■新規口変更
変更前承認番号【

信州大学動物実験等実施規程（平成 19年信州大学規程第 153号。以下「実験規程」という。）第6条第1項の規定に基づき，下記

の実験計画の承認について申請します。

［―-提出年月日 '|年成23年 6月1ふ日 1受坪月日 平如狂［グ月介日

Lー研五m題］正額皿椒勺障モデルマウスを用いた襟諒護繹類巫亭
受碑号［口ぷ亨ニニ|

研究目的 正常眼圧緑内障(NTG)モデルマウスを用いて、ヒトNTGに有益な薬物を探索・検証する。
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469号室

系統

使用動物
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1liy-1如g

NF姐細0即g1KO

N俎籾KCY

Thy-1叩g

性別 匹数

笠 12匹

竺． 12匹

阜か 12匹

阜8 12匹

早i 12匹

備考

研究計画と方法

研究概要（研究計画と方法について，動物実験等の知見を有しない者にも理解できるように平易な表現で概要を記入すること。情

報公開できない部分にヱ継を引くこと。）

眼圧に関係なく視野障害が進行するヒト正常眼圧緑内障(NTG)に類似した所見を呈するNF-kBp50ノックアウト
マウス(NTGモデルマウス）を用いて、 NTGに有効な治療薬を検討し、網膜保護、再生の可能性を探る。具体的
には我々のグループは、タクロリムスを投与した同 KOマウスを用いて網膜保護、再生の研究を行う。さらに
、本研究より網膜保護、再生に関与する標的遺伝子を同定し、今後の緑内障治療に貢献したい。

実験方法（動物に加える処置，使用動物数の根拠を具体的に記入し，「想定される苦痛のカテゴリー」や「動物の苦痛軽減・排除方

法」等と整合性をもたせること。）

遺伝子組み換え動物であるNf-kBp50ノックアウトマウスに、カルシニューリン阻害剤であり神経保護、再生作用が知られて
いるタクロリムス(0.5mg/kg/day)を3ヶ月間連絣腹腔投与し、その後安楽死させ眼球摘出後、網膜保護、再生に関する標的

遺伝子を同定する。網漠神経死に免疫が作用しているかどうか、免疫不全マウスである Rag1ノックアウトマウスとp50ノ

ックアウトマウスを掛け合わせ、その表現型を調べる。網膜神経節網胞の同定には、網謹神経細胞を特異的にマークでき

るThy-1.(H>~を用'~
討こ、・1群あたり3四かマウス糾封甘只炉コンやール群網魔縣接瀧眼杞遂替するNMDAを硝召粒請サ烈誤そむら2群召況升Uコ寸

咳如弘ス祖覧習殺：する2禅魂十4罷3匹X4群X5瑕靭計の匹隕雄刃匹ずつ）糾朗抒定
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口 1.感染実険 安全度分類：口 BSLl口 BSL2□BSL3． 2.遺伝子組換え動物使用実験 区分： IIPIA口 P2A□P3A（信州大学遺伝子組換え実験等安全管理規程（
平成16年信州大学規程第115号）第15条に定める通知（承認書）の写しを添付すること。）

D 3.放射線使用実験
特殊実験区分

口 4.発筋物質等の有密化学物質を用いる実験
（該当項目をすぺて田

5.共同研究・委託実験など他施設における動物実験を含むもの
‘-5 

すること。）
口

（委託先での動物実映の承認が必要。承認書のコピーを蔀付すること。）

特殊奥験の内容

． 1.試険・研究
但必盤闊要切こと悦阻t.す円をる)●理をす由る

Ill 1.検討したが，勅物実験にi替わる手段がなかった。
動物実験の種類 口 2.教脊・乱,,私l! ロ 2.検討した代椋手段の村1度が不十分だった。
直択項目を●すな:l:o)

口 3.その他 口 3（理.そ由の：他
） 

ロB.動物に対してほとんど，あるいはまったく不快感を与えないと思われる実験。
想定される

量l C.動物に対して軽度のストレス又は痛み（短時1/il)を伴うと思われる実験。
苦痛のカテゴリー

D D.回避できない重度のストレス又は痛み（長時間持続）を伴うと思われる実験。
暉項目を111すなこCo)

口 E.無麻酔下の動物に，耐えうる限界に近い又はそれ以上の痛みを与えると思われる実験。

ロ 1.短時間の保定・拘束及び注射等，軽微な苦痛の範囲であり，特に処置を講ずる必要はない。

口 2.科学上の目的を損なわない苦痛軽減方法は存在せず，処震できない。

動物の苦痛軽減・ 3.麻酔薬・鎮痛薬等を使用する。
排除の方法

（該当項目をすべて111
置l 諏妬•投与批経路烈厄入すること ：ガラス容器を月ぶジエチ）レエーテル自発的吸入）

すること。）
口 4.動物が耐えがたい痛みを伴う場合，適切な時期に安楽死措置をとる等の人道的エンドポイントを考慮する。

口 5.その他（具体的に記入すなこt,: ） ． 1.躙や薬等の使用債擁名•投与量笛器妃入すなこと：沃ェチルエーテル吸入
安楽死の方法 ） 

ヽ

（該当項目をすべて• 口 2.炭酸ガス

するこc.,) 口 3.中枢破壊（具体的に記入するこCo: ） 

口 4.安楽死させない（石茂群咤記入すなこt,; ） 

動物死体の ． 1.大学内で焼却
処理方法 口 2.外部業者に依託

（選択項目を11するこ4) 口 3.その他（具体的に記入するこC,: ） 

その他必要または （過去の動物輿斑樺罪認実績学内の関聖委員会への申請状況飼養尿酌臨虹奴F実験室の承認状況等を記入すること。）

参考事 項
I 

審査終了日 輝ムぅ年？月（｝日

修正意見等

姉念，弘平鈴の乙す‘’l.

委員会記入欄

f選択項目を置するこ~)

， 

審査結果甘本実験計画は，実験規程に適合する。

（条件等口信州大学遺伝子組換え実験等安全委員会の承認後，実験を開始すること。）

ロ 本実験計画は，実施規程に適合しない。

l承認番号ぶo-o1Ir.l 



！回］：五州ーで；；殿｀｀―-動物実験計ー一日ー一承一扇一｀・ （諏項目を●す琴と。）

三信州大学動物実験等実施規程（平成 19年信州大学規程第 153号。以下 「実験規程」という。）第6条第 1項の規定に基づき，下記

iの実験計画の承認について申請します。

IL 提出年月日 1頸 24年 1月27日 1受付年月日 叩斜i年／月>7日
ロ立国顧訥障モデルマウスを用いた暉疇、疇畔頌究

II 研究目的 I正常眼圧緑内障（NTG)モデルマウスを用いて、 ヒトNTGに有益な薬物を探索・検証する。
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承認後～平成

餌漢裸管施設

の名称

動物種

我月 10日

1 マウス
• ー・ ＂―

マウス
， 

マウス
．．ー・ ••• • 
マウス

マウス

一 実の名称 坐9号室

・喜言干口こ□-
・一三塁•-·-·-+-―霊：—+鱈十言—+--ーーロ
研究概要（研究計画と方法について，動物実験等の知見を有しない者にも理解できるように平易な表現で概要を記入ずること。情

報公開できない部分にヱ継を引くこと。） ． 
眼圧に関係なく視野障害が進行するヒト正常眼圧緑内障(NTG)に類似した所見を呈するNF-kBp50ノックアウト
マウス(NTGモデルマウス）を用いて、 NTGに有効な治療薬を検討し、網膜保護、再生の可能性を探る。具体的
には我々のグループは、タクロリムスを投与した同 KOマウスを用いて網膜保護、再生の研究を行う。さらに
、本研究より網膜保護、再生に関与する標的遺伝子を同定し、今後の緑内障治療に貢献したい。

実験方法 （動物に加える処置使用動物数の根拠を具体的に記入し，「想定される苦痛のカテゴリー」や「動物の苦痛軽減・排除方

法」等と整合性をもたせること。）

遺伝子組み換え動物であるNF-k8p50ノックアウトマウスに、カルシニューリン阻害剤であり神経保護、再生作用が知られて

いるククロリムス(0.5mg/kg/day)を3ヶ月間運続腹腔投与し、その後安楽死させ眼球摘出後、網膜保護、再生に関する標的

遺伝子を同定する。網膜神経死に免疫が作用しているかどうか、免疫不全マウスである Rag1ノックアウトマウスとp50ノ

ックアウトマウスを掛け合わせ、その表現型を調べる。網膜神経節細胞の同定には、網膜神経細胞を特異的にマークでき



口 1.感染実験 安全度分類： 0 BSLl□BSL2□BSL3 ． 2.遺伝子組換え動物使用実験 区分： ■PlA□P2A D P3A（信州大学遺伝子組換え実験等安全管理規程（
平成 16年信州大学規程第115号）第 15条に定める通知（承認書）の写しを添付すること。）

ロ 3.放射線使用実験
特殊実験区分

口 4.発癌物質等の有害化学物質を用いる実験
（該当項目をすべて■
すること。）

ロ 5.共同研究・委託実験など他施設における動物実験を含むもの
（委託先での動物実験の承認が必要。承認書のコピーを添付すること。）

特殊実験の内容

I ． 1.試験・研究
僅必釈動要項｝とこ．皿すと目。をる）■理て・す由る
． 1.検討したが，動物実験に替わる手段がなかった。

動物実験の種類 口 2.教育・訓練 ロ 2.検討した代替手段の精度が不十分だった。
（選択項目を■するこC,)

口 3.その他
口 3.その他
（理由： ） 

口 B.動物に対してほとんど，あるいはまったく不快感を与えないと思われる実験。
想定される ． C.動物に対して軽度のストレス又は痛み（短時間）を伴うと思われる実験。
苦痛のカテゴリー

口 D.回避できない重度のストレス又は痛み（長時間持続）を伴うと思われる実験。
（選択項目を■するこ2:o)

口 E.無麻酔下の動物に，耐えうる限界に近い又はそれ以上の痛みを与えると思われる実験。

ロ 1.短時間の保定・拘束及び注射等，軽微な苦痛の範囲であり，特に処置を講ずる必要はない。

ロ 2.科学上の目的を損なわない苦痛軽減方法は存在せず，処置できない。
動物の苦痛軽減・ 3.麻酔薬・鎮痛薬等を使用する。
排除の方法 ． 償剤名•投与量•経恣知で入すること：ガラズ容盛用ハジエチルエーテル自発的吸入）

（該当項目をすべて•

すること。）
4.動物が耐えがたい痛みを伴う場合，適切な時期に安楽死措置をとる等の人道的エンドポイントを考慮する。ロ
ロ 5.その他 （具体的に記入するこt,: ） ． 1.麻酔薬等の使用（薬報5•投与量経臨聟入するこCo :~エチルエーテル吸入

安楽死の方法 ） 

（該当項目をすべて■ 口 2.炭酸ガス
すること。） 口 3. 中枢破壊（具体的に記入するこ~: ） 

口 4 安楽死させない（も乃垂碗市で入すること。： ） 

動物死体の ． 1.大学内で焼却
処理方法 口 2.外部業者に依託

（選択項目を■すること。） D 3.その他（具体的に記入すなこと。： ） 

ニの他必要または
（酵の翻頑睾餅醐認蔑貴，学内の譴委員会への申請状況飼養保管施設及び実験室の承認脱兄等を記入すること。）

参考事項

• --- - --- i 

； 

I 

： 

審査終了日 謬吟C年 1月Ji日
修正意見等

／ど

委員会記入欄

（選択項目を■すなこt,)

審査結果 ．．ーぎ本一実験計―画は，実験規程に適合する。 ---••• ------------------

（条件等口信州大学遺伝子組換え実験等安全委員会の承認後，実験を開始すること。）

口本実験計画は， 実施規程に適合しない。
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平成23年2月16日

附属病院長殿

信州大学長

山沢清人（公印省略）

遺伝子組換え実験計画の承認について（通知）

下記のとおり申請のありました遺伝子組換え実験計画を承認します。

拡散防止措置等の詳細は，各研究室に配布してある資料をご参照ください。

記

実験責任者名

附属病院助教

研究課題名グ

正常眼圧緑内障モデルマウスを用いた神経保護、網膜再生の研究

拡散防止措置のレベル

p 1、PlA

承認番号

No.10-039 

実験実施期間

平成23年2月16日～平成28年 1月31日

備考



ー'

平成23年2月16日

附属病院長殿

信州大学長

山沢清人（公印省略）

遺伝子組換え実験計画の承認について（通知）

下記のとおり申請のありました遺伝子組換え実験計画を承認します。

拡散防止措置等の詳細は，各研究室に配布してある資料をご参照ください。

記

実験責任者名

附属病院助教

研究課題名

正常眼圧緑内障モデルマウスを用いた神経保護、網膜再生の研究

拡散防止措置のレベル

p 1、PlA

承認番号

No.10-039 

実験実施期間

平成23年 2月 16日～平成28年 1月31日

備考



動物実験委員会医学系動物実験小委員会議事要録

日 時 平成23年6月23日（木） ～平成23年6月30日（木）

場 所 持ち回り

出席者 樋口，松本， 中村，肥田9-中島

欠席者 なし

議題

l. 動物実験計画の承認について

2 3 0 0 1 8 附属病院助教一

1)実験者は教育訓練受講済みであること、動物の微生物学的品質及び系統名を追記し

た。

2)実験内容（タクロリムスの投与用量、経路、回数、投与後の観察期間など）及び群

構成、並びに苦痛軽減の欄に麻酔薬名を追記した。

以上の修正を確認したので本計画書を承認する。



平成23年8月5日

附属病院長殿

信州大学長

山沢清人（公印省略）

動物実験計画の承認について

下記のとおり申請のありました動物実験計画を承認します。

記

動物実験責任者名

附属病院助教一

研究課題名 • 

正常眼圧緑内障モデルマウスを用いた神経保護、網膜再生の研究

承認番号

No. 230018 

承認期間

平成23年 8月5日～平成26年6月30日

備考



平成24年2月3日

附属病院長殿

信州大学長

山沢清人（公印省略）

動物実験計画の変更承認について

下記のとおり申請のありました動物実験計画の変更を承認します。

動物実験責任者名

附属病院助教

研究課題名

記

正常眼圧緑内障モデルマウスを用いた神経保護、網膜再生の研究

承認番号

No. 230018 

承認期間

平成24年2月3日～平成26年6月30日

備考



平成28年7月22日

朕学部長殿

信州大学長

濱田州博（公印省略）

遺伝子組換え実験計画の承認について（通知）

下記のとおり申請のありました遺伝子組換え実験計画を承認します。

拡散防止措置等の詳細は，各研究室に配布してある資料をご参照ください。

実験責任者名

医学部助教

研究課題名

記

NF-kBp50ノックアウ トマウスにおける神経細胞変性の解析

拡散防止措置のレベル

p 1、 PlA

承認番号

No.15-064 

実験実施期間

平成28年2月1日～平成33年 1月31日

備考
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平成2ヌ年夕月..)3日

信州大学長殿

動物実験（終了・ヰ吐う報告書

（動物実

承認番号 2300／ざ の動物実験計画について，信州大学動物実験等実施規

程（平成 19 年信州大学規程第 153 号）第 9 条の規定に基づき，下記のとおり（終了•生土」

しましたので報告いたします。

1.実験（終了・幸ヰ）年月日：

2.実験動物の処分年月日（最終日）

3.実験の概況： 予定通り実施した

記

平成26年6月3o日

平成26年 6月30日

一部究更して実施 • 井士「

4.使用動物数： 実験のために犠牲となった動物の総数（繁殖等を含む）

食

5.苦痛軽減・排除及び安楽死：

計画通り適正に実施 ・ ↓適切な個所があ•_Jた

（具体的内容

※ 「終了 ・中止」については．不要な項目を二重線で消して使用すること。
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6.事故発生の有無：

7.その他（特記すべき事項）

なし 考母ゴ事故報告書

＾ 
8.成果の概要（この動物実験により公表した学会ポスター発表、論文、著書など）

~' .‘,̀̀ 

(,  

＼ ， 

，
 

．．
 
．．
 

•t 

※「終了・ 中止」については，不要な項目を二重線で消して使用すること。




